
第９学年３組　数学科 学習指導案

日　時　令和６年10月31日（木）

指導者　大谷　由香

１　単 元 名　　円の性質

　　

２　単元の目標

・円周角と中心角の関係の意味を説明し，それが証明できることを知る。また，それを利用して図形

　の性質について説明する技能を身に付ける。（知識及び技能）

・数学的な推論の過程に着目し，円周角と中心角の関係や図形の性質を論理的に考え，説明すること

　ができる。（思考力，判断力，表現力等）

・円周角と中心角の関係について，証明の必要性や意味及びその方法を考え，学んだことを生活や学

　習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付け　

　る。（学びに向かう力，人間性等）

　

３　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①円周角と中心角の関係の意味

　を理解し，それが証明できる

　ことを知っている。

②円周角の定理の逆が成り立つ

　ことを知っている。

①円周角と中心角の関係を見い

　だすことができる。

②円周角と中心角の関係を具体

　的な場面で活用することがで

　きる。

①円周角と中心角の関係を見い

だそうとしている。

②円周角と中心角の関係につい

て学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。

③円周角と中心角を活用した問

題解決の過程を振り返って検

討しようとしている。

４　本時の主張（デジタル教科書を使うメリット）

　図形の学習においては，図をかくことは問題解決のためにも必要な過程である。しかし円をかく際

は，フリーハンドではきれいにかくことができない生徒やコンパスがうまく使えない生徒も少なくな

い。そのため作業に時間を取られ，本来学ばせたい内容の時間が奪われることがある。その際，デジ

タル教材を使用することでそのような時間を減少させ，生徒が主体的に活動したり，思考したりする

場の充実につながると考える。

　本時（３時間目）では，デジタル教科書を使って授業を進めていく。

まず，前時に行った図１(ア)のように中心Ｏが∠ＡＰＢの辺上にある場

合と図１(イ)のように中心Ｏが∠ＡＰＢの内部にある場合の２つの証明

の復習を行う。デジタル教科書の付箋をめくりながら，証明の表記には

表れない言葉を補ったり，言い換えたりしながら思考を整理していく。

また，図を使って角の部分を指したり，色を付けたりしながら，視覚的

に補いながら説明するように促したい。その後，デジタルコンテンツを

使って点Ｐを動かす。デジタルコンテンツを使うことで，点Ｐをいろい

ろな場所に動かしながら中心角や円周角の大きさが変わらないことを容

易に確認することができる。そして， 「これでいつでもいえるといって

よいのか」と投げかけ，点Ｐが点ＡやＢに近い位置にあるときの証明ができていないことを生徒が気

付けるようにする。そして，図１(ウ)のように中心Ｏが∠ＡＰＢの外部にある場合の証明に取り組

む。その際，証明をかくことを目的とするのではなく，デジタル教科書の図にかき込んだり，友達に

説明することを重視し，既習事項を使って説明できることを大切に扱いたい。また，線分ＡＢが直径

になるように点Ａ，Ｂを動かし，中心角が180°のときに円周角が90°になることを確認する。その際

もデジタルコンテンツを使って行うことで，図形の変化や直角三角形が表れるため視覚的に伝わりや

すい。終末では，練習問題に取り組む。練習問題もデジタル教科書を用いることで，図の中に角度を

書き込みながら答えることができることはとても有効である。また分からない問題があったときに，

すぐに解説と答えを見ることができるため，自分で解説を読んで理解したり，間違いにすぐに気付け

たりすることも利点であると考える。



５　指導と評価の計画（全10時間　本時３時間目／10時間）

時間 学習課題　・学習内容 重点 記録 備考

１ ∠ＡＰＢを観察し，一般的に成り立ちそうな事柄を予

想しよう

・既習事項を使って，円周上にできる角にどのような

性質があるかを考える。

・中心角を60°の設定し，既習事項を使って円周角

30°を説明できるようにする。

・GeoGebraを操作して，一般的に成り立ちそうな事柄

を見つけ，問いを設定する。

態 ○ 態①：ふりかえり（問

いの設定）

２

３

本時

∠ＡＰＢ＝1/2∠ＡＯＢは，いつでも成り立つのか証

明しよう

・円周角の定理とそれを証明する。

・円周角の定理を利用して，円のいろいろな角の大き

さを求める。

・直径と円周角の定理を確認し，角の大きさを求めた

り，図形の性質を証明したりする。

思

知

○ 思①：発言，ノート，

ふりかえり

知①：練習問題

４ 弧と円周角の関係について調べよう

・円周角と弧の定理を確認し，角の大きさを求めたり

，図形の性質を証明したりする。

知

５ 円周角の定理の逆が成り立つかどうか調べよう　

・点が円周上，円の内部，外部にあるときと円周角の

大きさを比べ，これをもとに，円周角の定理の逆を導

く。

・円周角の定理の逆を利用して，4点が１つの円周上

にあるかどうかを判断する。

知

６ 船の位置を見つけよう

・三角定規を使って，船の位置を求める。

・船の位置を，作図によって求める。

態 ○ 態②：発言，ノート，

ふりかえり

７ 円外の点からその円への接線の作図を考えよう

・円周角の定理を利用して，円外の１点からの接線を

かく方法を考える。

・接線の長さの性質を知る。

思

８ 円と交わる直線でできる図形について考えよう

・相似な三角形の組をみつけ，線分の長さを求める。

・円周角の定理を利用して，１つの三角形が相似であ

ることを証明する。

思

９ ・ワークテスト 知 ○ 知①②：ワークテスト

10 円周角のまとめレポートをかこう

・この単元で学んだことをまとめたり，既習事項と間

れづけたり，高校での学びとつなげたりしながら，自

分のことばでまとめる。

思

態

○ 思②・態③：レポート

，相互評価のコメント



６　本時の学習

(1) 目標

・円周角と中心角の間に成り立つ関係を証明できることを知り，円周角の定理を使って角度を求める

ことができる。（知識及び技能）

(2) 展開　　　　　　　　　　

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て

１．前時の学習を振り返る。

・補助線を引いている。

・直径を通る補助線を引いてい

る。

・二等辺三角形の外角の性質を

使っている。

・補助線を引いて，三角形の内

角と外角の性質を使っている。

２．デジタル教科書Ｐ163のウの場合の証明を考え

る。

・２点Ｐ，Ｏをつなぐ補助線（半直線ＰＯ）を引く。

・２点Ａ，Ｂをつなぐ補助線を引く。

・補助線として，Ｐを通る半

　直線ＰＯを引く。△ＯＡＰ

　と△ＯＢＰの外角の性質を

　使って証明する。

・補助線としてＰＯを引き、四角形ＯＡＰＢ（リボン

　型）の性質を使う。

・前時に行った証明を，デジタル教科書Ｐ

163を使って，ペアで確認する。

・アとイの証明に使われている共通な部分

を確認することで，次に行うウの証明を行

う際の手がかりとなるようにする。

・デジタルコンテンツを利用し点Ｐを動か

すことで，まだ証明できていない点Ｐの位

置を視覚的にわかるようにし，ウの場合の

証明をする必要性に気付けるようにする。

・困っている生徒には「アやイの証明と同

じようにできないか」「アとイではどんな

性質を使ったのか」と問いかけ，直径に補

助線を引くことや，二等辺三角形の外角の

性質に着目できるようにする。

・２点Ｐ，ＯやＡ，Ｂをつなぐ補助線を引

いた生徒に対しては「その補助線を引いて

見えたことは何か」「その補助線でアの証

明の図が見えるのか」と問いかけ，特別な

場合のアの証明を活用することに気付ける

ようにする。

・証明を記述できることに重きをおかず，

図に必要なことを書き入れたり，既習事項

である数学の知識や用語を使って友達に説

明できることを大切にする。

３．円周角の定理をまとめる。

４．練習問題に取り組む。

・教科書Ｐ164問１

・教科書Ｐ165問２

・デジタル教科書Ｐ164を使って，円周角の

定理を確認する。

・円周角の定理の特別な場合として，デジ

タルコンテンツを利用し，次は点Ｂを動か

し，半円の弧に対する円周角について視覚

的に気付けるようにする。

・デジタル教科書に直接書き込むように伝

える。

・自分のペースで取り組んだり，間違えた

ところがすぐにわかり直すことができるよ

うに，１問ずつ答えを表示できるようにし

ておく。



５．本時の振り返りを行う。

・円周角の定理の証明ができました。場合分けをして

３つの分けることが自分では気付けなかったけど，教

科書を見たり，友達と話し合うことでわかりました。

今度こういう問題のとき，自分で場合分けをして，す

べての場合を考えられるようにしたいと思いました。

・円周角と中心角について勉強しました。補助線を引

いて，二等辺三角形を作ったり，外角に注目したりす

ることが大切だと思いました。

・円周角と中心角の関係がわかってすっきりしまし

た。円周角の角度を考えるときは，どこがその中心角

になっているのか探すことが大切だと思いました。

・困っている生徒には，円周角と中心角に

それぞれ色を付けるように伝え，視覚的に

わかるようにする。

・オンライン掲示板アプリにふりかえりを

書くように伝える。

・ふりかえりを書く際は，本時の授業で大

切だったこと，新たにわかったこと，設定

した問いの答えや新たな疑問などをかくよ

うに指示する。書く視点をもつことで，本

時の学習を自分の言葉で整理できるように

する。

(3) 評価

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て

　概ね満足できると判断される状

況に加え，場合分けをして説明す

ることの必要性や，円周角の定理

の証明を自分の言葉ですることが

できる。

　円周角と中心角の間に成り立つ

関係を証明できることを知り，円

周角の定理を使って角度を求める

ことができる。

　円周角の定理を図を使って

確認したり，求めたい円周角

がどこの中心角になっている

のか色をつけてわかりやすく

示したりしながら，円周角や

中心角の角度を求められるよ

うに支援する。


